
の参考としたい。 

第４問Ｂ 問３は，与えられた図を読み取ることで，知識がなくても風浪と津波の相違が答えら

れる問題である。それゆえ，高等学校教員と地学教育学会の双方から，読み取るだけでなく，考

察できるような問題の工夫を求められた。高等学校の教科書では風浪（深水波）と津波（浅水

波）の極限の位相速度（数式）が提示されているが，この図によって両者が連続的につながって

いることを知って欲しいという出題意図があった。 

第４問Ｃ 熱塩循環と海洋の密度構造に関する問題である。問４は，熱塩循環の時間スケールに

ついての知識に加えて，図から塩分の値が正しく読み取ることができれば，正解が選択できた

と思われる。問５は，高等学校教員，地学教育学会共に，工夫された問題との評価を受けた。

熱塩循環の沈み込みは，北大西洋北部と南極付近で起こっているが，後者の密度の方がより高

くなっている。このことが，大西洋での密度構造にどのように反映されているかに着目しても

らう出題意図もあった。 

第５問Ａ 地学教育学会から，問１は「細かい知識が必要」，問２は「難易度が高い」との指摘を受けた

一方で，問３は「基本的な問題」との評価を受けた。銀河系内の星団の分布に関する理解が多くの受

験者は不十分であったと思われ，これまで余り扱われなかった教科書の内容を問うたことは一

定の意味はあると考える。 

第５問ＢＣ 問４は，赤方偏移の概念と，実際のスペクトル上でどのように見えるかを問う問題である。や

や難問であるという指摘もあったが，赤方偏移の定義から波長のずれを計算できれば解答できるので妥当

であるとの評価もあった。選択肢となっている図を読み取る力も問うた点は工夫されている，と評価され

た。問５も宇宙背景放射をテーマに，赤方偏移の概念及びスペクトルの見え方を問う問題である。

知識と図の読み取りを組み合わせた点は工夫されていると評価は高かった。問６については，

宇宙背景輻射のゆらぎに関する問題であり，「正答もすぐに分かるが単なる知識を問う問題に

なっており，物足りない」との指摘もあった。 

４ ま  と  め 

今後の作問に当たっては，本試験と同様に，「地学」の教科書に準じて，地学分野の基礎・基本

的な知識を問うとともに，図やグラフなどから必要な情報を読み取り，思考力・判断力・表現力

等を問う問題の作成を目指したい。また，地学が自然災害や地球環境の諸問題など日常生活や社

会と強く関わっている点を意識した設問も検討したい。さらに，ある共通のテーマに関連した地

学の諸分野からの問題を作成し，より広い視点からの学習を促す姿勢を強調したい。これらの点

は，従来も考慮して作問が行われているが，各方面から頂いている意見・要望も踏まえて，以下

に示す点に留意しながら更に良い試験問題の作成に取り組んでいきたい。 

（１）学習指導要領に基づく「地学」の内容，範囲から出題し，高等学校における学習の達成程

度を見るのに適切な問題とする。 

（２）使用した教科書による有利・不利が生じないようにするとともに，適切な平均点となるよ

うに配慮する。 

（３）教科書に記載されている基本的・基礎的な知識はもちろん，思考力・判断力・表現力等を

問う問題までバランス良く出題する。 

（４）地学分野が広い範囲を扱っていることから，分野間のバランスの良い出題をする一方，「災

害・環境」に関する設問，分野横断的な設問も引き続き検討する。 

（５）教科書の課題研究に取り上げられているような，自らの実験，観察，調査といった作業・

分析の結果から考察する，といった設定の問題も含めるように心掛ける。 
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英     語（リーディング） 

第１ 高等学校教科担当教員の意見・評価 

１ 前     文  

令和６年度共通テスト（以下「本テスト」という。）の「英語（リーディング）」の受験者は，本

試験と追・再試験を合わせて450,485人で，受験者全体の約98.4％に当たる。  

本テストの問題作成方針では，平成21年告示の学習指導要領で，外国語の語彙や表現，文法，言

語の働きなどの知識を，実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切

に活用できる技能を身に付けるようにすることを目標としていることを踏まえて，４技能５領域の

うち「読むこと」の中でこれらの知識が活用できるかを評価するとともに，様々なテクストから概

要や要点を把握する力や必要とする情報を読み取る力等を問うことをねらいとしている。  

これらのことを踏まえ，本テストの問題について，報告書（本試験）14ページに記載の８つの観

点により，総合的に検討を行った。  

２ 内 容・範 囲 

本テストは，受験者が高等学校での外国語の授業（「コミュニケーション英語Ⅰ」，「コミュニケー

ション英語Ⅱ」，「英語表現Ⅰ」等）で学ぶ内容・範囲を網羅しており，高等学校段階での「読むこ

と」の領域の学習成果を測るものとしておおむね適切であった。日常的な話題から科学的な話題ま

で幅広く取り上げられており，場面や状況の設定も受験者が想像しやすいよう工夫されていて，実

際のコミュニケーションにおいて，英語を運用する力を測ることができるように配慮されている。

学習指導要領で求められる，「主体的・対話的で深い学び」を経験してきた受験者が，高等学校段階

で学習した語彙や文法の正しい知識を基に，コミュニケーションの目的に応じて英文を読み，思考

力・判断力・表現力等を発揮しながら概要や要点を捉えたり事実と意見を区別して情報を活用した

りする内容となっている。  

第１問Ａ 主に事実が述べられた資料から目的に応じて必要な情報を適切に読み取る力が問われ

ている。 

第１問Ｂ 主に事実が述べられた資料の情報を正確に読み取る力や，書かれていることを基に推論

する力が問われている。 

第２問Ａ 商品を提供する側が示す事実と利用者の意見が併記された資料の情報を正確に読み取

る力や，読み取った情報を基に推論し判断する力が問われている。 

第２問Ｂ 条件により異なるサービスについて記された資料から，複数の情報を正確に読み取る力

や，読み取った情報を基に第三者の意図を推論する力が問われている。 

第３問Ａ 個人的な経験を述べた文章を読み，情報を正確に読み取り書き手の意図を推論する力や，

読み取った情報を基に視覚情報に再構成する力が問われている。 

第３問Ｂ 個人的な経験を時系列でまとめた文章を読み，情報を整理しながら正確に読み取る力や，

その文章の要点を把握し適切に反応する力が問われている。また，読み取った情報を基に書き手

の人物像について推論する力も問われている。 
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第４問 複数の資料から得られる情報を統合したり計算したりして，目的に応じた資料として適切

にまとめる力が問われている。また，読み取った情報を視覚的に再構成する力も問われている。 

第５問 個人の体験記を読み，複数の登場人物の行動や意図，心情を正確に読み取る力が問われて

いる。また，文章全体の趣旨を適切に理解する力も問われている。 

第６問Ａ 科学的な文章を読み，概要や要点を適切にメモにまとめる力が問われている。また，そ

の過程で，文章で説明されている事柄を抽象化して言い換えたり，事象から得られる知見から教

訓を読み取ったりする力も問われている。 

第６問Ｂ 科学的な文章中の情報を正確に読み取り，論理的な思考力を発揮して要点を適切にスラ

イドにまとめる力が問われている。その過程で，正確な読み取りに基づいて推敲する力や読み取

った内容を抽象化する力も問われている。また文章の趣旨を適切に捉え，得られた情報から推論

する力も問われている。 

３ 分 量・程 度  

問題作成方針に示された，「様々なテクストから概要や要点を把握する力や必要とする情報を読

み取る力等を問うことをねらいとする」試験となるよう，個々の大問では「コミュニケーション英

語Ⅰ」，「コミュニケーション英語Ⅱ」の検定教科書内で用いられる英文の分量に準じた問題文を扱

っている。英文自体は，高等学校段階で学習した語彙や文法の正しい知識があれば読みやすい。限

られた時間内で正確に読み取り判断することが求められ,難易度が高い設問もあるが，幅広い受験

者に対応する難易度の問題が，全体的にバランス良く配置されている。 

第１問Ａ 約170語で２つの設問。２つのハイキングコースの概要を適切に読み取る問題である。問

題文の難易度は標準的であり，設問数とのバランスも適切である。 

第１問Ｂ 約260語で３つの設問。ウェブサイト上の告知においてプロジェクトごとに内容が整理

されており，分量も適切で読みやすい。問３では選択肢のStudent-volunteers sometimes adopt 

animals.を本文のmany volunteers become pet ownersと関連付けて答える必要があり，やや難

しい。 

第２問Ａ 約270語で５つの設問。自転車店の広告として，整備プランやそれに対する顧客のコメン

トが分かりやすく区別して配置されており，分量・難易度ともに適切である。問５の設問は注意

深い読み取りを求める良問である。 

第２問Ｂ 約290語で５つの設問。ポイントサービスについて書かれた問題文の分量は標準的であ

り，設問数とのバランスも適切である。問５では，本文中で述べられている事業についての正確

な読み取りが求められ，適切な言い換え表現と結び付ける上でやや難易度が高い。 

第３問Ａ 約210語で２つの設問。ブログにある情報を読み取る問題である。問題文はやや平易で，

分量及び設問数とのバランスは適切である。問１の選択肢の語数は多いが，内容に照らして必然

性があり適切である。 

第３問Ｂ 約360語に３つの設問。オンライン日記に書かれている内容を読み取る問題である。リー

ド文がやや長いが，本文の量と難易度は標準的である。問１の出来事を時系列に整理して答える

問題では，出題方法に戸惑った受験者もいたと思われる。問２は問題文を十分に生かした設問で

ある。 

第４問 約500語の問題文で５つの設問。ボランティアの情報が書かれたプリントと打合せのため

に作成したメモで３ページにわたっており，テクスト量はやや多い。また解答の根拠が，本文の

みならずメモも含めて様々なところに散りばめられており，難易度が高い。 

第５問 約840語で５つの設問。英文の量・難易度ともに標準的で，設問数とのバランスも適切であ

 

る。問２では，物語全体における登場人物の描写を時系列に整理することが求められ，「読むこと」

の力を測る適切な出題ではあるが，難易度が特に高かった。問４は本文に基づき推論する必要が

あり，より深い理解に基づいて解答することが求められている。 

第６問Ａ 約550語で４つの設問。記事の英文と発表メモで３ページにわたっており,テクスト量は

やや多いが,英文の難易度は適切である。各設問の選択肢の分量はやや多く，問題の検討に時間を

要した受験者が多かったと思われる。問２と問３は，問題文と設問の間の言い換えを適切に理解

することや，問題文には明確に述べられていないことを推論することといった，注意深い読み取

りを求めており，難易度が高い。 

第６問Ｂ 約640語で５つの設問。雑誌の記事と発表スライドで３ページにわたっており，テクスト

量はやや多い。受験者の多くになじみのない専門用語はあるが，ディスコースマーカーが適切に

配置されていたり，英文中で言い換えがされていたりするなどの工夫により英文の難易度は調整

されている。また，スライドの内容が本文の理解を促進する一助となっている。一方で，本文の

内容の一部が受験者にとってイメージしにくく，個々の設問の選択肢もやや分量が多いため，限

られた時間の中では負担が大きかったことが予想される。問３は実験の手順についての正確な読

み取りを求めるもので特に難しい。 

４ 表 現・形 式  

学習指導要領に示されている外国語科の目標を踏まえて，実際のコミュニケーションを想定した

明確な目的や場面，状況が設定されており，高等学校での学習の過程への配慮がある出題となって

いる。テクストの形式も，チラシや広告，レポート，日記，物語や説明文など多岐にわたっており，

様々な場面で英語を運用する力を測るよう設計されている。また，場面設定に応じてアメリカ英語

とは異なる表記が使用されるなど，英語の多様性にも配慮されている。文章表現は，学習指導要領

に基づき，それぞれの設定に応じた適切なものとなっており，図表や挿絵も，出題内容に則して必

然性のある扱いがなされている。 

第１問Ａ ハイキングに行く前にチラシを読んでいるという場面設定である。イラストは内容理解

を助けるものとなっている。各コースについて文章で紹介するスタイルであるため，観光ガイド

ブックの一節という設定もあり得るだろう。設問はdirectionsやspotなど，日常的な英語表現の

理解を測るように工夫されている。 

第１問Ｂ ボランティアに興味があり，学校ウェブサイト上の動物ボランティア募集の告知を読ん

でいるという場面設定であり，その形式は実際的な状況を反映している。動機が設定されている

ため，読み取るべき情報が明確になっている。 

第２問Ａ 自分の通うコミュニティ・カレッジで地元の自転車店の広告を読んでいるという場面設

定である。実際にありうる場面で，広告の内容も現実的である。顧客の反応が各商品に対応付け

て示されている体裁は設定に即しており，かつ読みやすい。設問は資料の性質に即した思考を求

める適切なものである。 

第２問Ｂ 短期留学の計画中に，留学先での交通機関のポイントサービスについての紹介文を読ん

でいるという場面設定である。問題文はサービスの推進委員会による宣伝文書という設定である

が，体裁の面で，サービス内容を文章だけで紹介しているのはやや不自然に感じられる。サービ

ス内容ごとに小見出しを設けたり，利点を表にまとめたりするといった工夫ができたであろう。

場面設定に即して￡やcinemaなどのイギリス英語の表記が使用されている。 

第３問Ａ 旅行中に一人で外食することについて書かれたブログを読み，自分自身の意思決定に役

立てようとしている場面設定である。問題文は内容・体裁・分量ともにブログとして現実味があ
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第４問 複数の資料から得られる情報を統合したり計算したりして，目的に応じた資料として適切

にまとめる力が問われている。また，読み取った情報を視覚的に再構成する力も問われている。 

第５問 個人の体験記を読み，複数の登場人物の行動や意図，心情を正確に読み取る力が問われて

いる。また，文章全体の趣旨を適切に理解する力も問われている。 

第６問Ａ 科学的な文章を読み，概要や要点を適切にメモにまとめる力が問われている。また，そ

の過程で，文章で説明されている事柄を抽象化して言い換えたり，事象から得られる知見から教

訓を読み取ったりする力も問われている。 

第６問Ｂ 科学的な文章中の情報を正確に読み取り，論理的な思考力を発揮して要点を適切にスラ

イドにまとめる力が問われている。その過程で，正確な読み取りに基づいて推敲する力や読み取

った内容を抽象化する力も問われている。また文章の趣旨を適切に捉え，得られた情報から推論

する力も問われている。 

３ 分 量・程 度  

問題作成方針に示された，「様々なテクストから概要や要点を把握する力や必要とする情報を読

み取る力等を問うことをねらいとする」試験となるよう，個々の大問では「コミュニケーション英

語Ⅰ」，「コミュニケーション英語Ⅱ」の検定教科書内で用いられる英文の分量に準じた問題文を扱

っている。英文自体は，高等学校段階で学習した語彙や文法の正しい知識があれば読みやすい。限

られた時間内で正確に読み取り判断することが求められ,難易度が高い設問もあるが，幅広い受験

者に対応する難易度の問題が，全体的にバランス良く配置されている。 

第１問Ａ 約170語で２つの設問。２つのハイキングコースの概要を適切に読み取る問題である。問

題文の難易度は標準的であり，設問数とのバランスも適切である。 

第１問Ｂ 約260語で３つの設問。ウェブサイト上の告知においてプロジェクトごとに内容が整理

されており，分量も適切で読みやすい。問３では選択肢のStudent-volunteers sometimes adopt 

animals.を本文のmany volunteers become pet ownersと関連付けて答える必要があり，やや難

しい。 

第２問Ａ 約270語で５つの設問。自転車店の広告として，整備プランやそれに対する顧客のコメン

トが分かりやすく区別して配置されており，分量・難易度ともに適切である。問５の設問は注意

深い読み取りを求める良問である。 

第２問Ｂ 約290語で５つの設問。ポイントサービスについて書かれた問題文の分量は標準的であ

り，設問数とのバランスも適切である。問５では，本文中で述べられている事業についての正確

な読み取りが求められ，適切な言い換え表現と結び付ける上でやや難易度が高い。 

第３問Ａ 約210語で２つの設問。ブログにある情報を読み取る問題である。問題文はやや平易で，

分量及び設問数とのバランスは適切である。問１の選択肢の語数は多いが，内容に照らして必然

性があり適切である。 

第３問Ｂ 約360語に３つの設問。オンライン日記に書かれている内容を読み取る問題である。リー

ド文がやや長いが，本文の量と難易度は標準的である。問１の出来事を時系列に整理して答える

問題では，出題方法に戸惑った受験者もいたと思われる。問２は問題文を十分に生かした設問で

ある。 

第４問 約500語の問題文で５つの設問。ボランティアの情報が書かれたプリントと打合せのため

に作成したメモで３ページにわたっており，テクスト量はやや多い。また解答の根拠が，本文の

みならずメモも含めて様々なところに散りばめられており，難易度が高い。 

第５問 約840語で５つの設問。英文の量・難易度ともに標準的で，設問数とのバランスも適切であ

 

る。問２では，物語全体における登場人物の描写を時系列に整理することが求められ，「読むこと」

の力を測る適切な出題ではあるが，難易度が特に高かった。問４は本文に基づき推論する必要が

あり，より深い理解に基づいて解答することが求められている。 

第６問Ａ 約550語で４つの設問。記事の英文と発表メモで３ページにわたっており,テクスト量は

やや多いが,英文の難易度は適切である。各設問の選択肢の分量はやや多く，問題の検討に時間を

要した受験者が多かったと思われる。問２と問３は，問題文と設問の間の言い換えを適切に理解

することや，問題文には明確に述べられていないことを推論することといった，注意深い読み取

りを求めており，難易度が高い。 

第６問Ｂ 約640語で５つの設問。雑誌の記事と発表スライドで３ページにわたっており，テクスト

量はやや多い。受験者の多くになじみのない専門用語はあるが，ディスコースマーカーが適切に

配置されていたり，英文中で言い換えがされていたりするなどの工夫により英文の難易度は調整

されている。また，スライドの内容が本文の理解を促進する一助となっている。一方で，本文の

内容の一部が受験者にとってイメージしにくく，個々の設問の選択肢もやや分量が多いため，限

られた時間の中では負担が大きかったことが予想される。問３は実験の手順についての正確な読

み取りを求めるもので特に難しい。 

４ 表 現・形 式  

学習指導要領に示されている外国語科の目標を踏まえて，実際のコミュニケーションを想定した

明確な目的や場面，状況が設定されており，高等学校での学習の過程への配慮がある出題となって

いる。テクストの形式も，チラシや広告，レポート，日記，物語や説明文など多岐にわたっており，

様々な場面で英語を運用する力を測るよう設計されている。また，場面設定に応じてアメリカ英語

とは異なる表記が使用されるなど，英語の多様性にも配慮されている。文章表現は，学習指導要領

に基づき，それぞれの設定に応じた適切なものとなっており，図表や挿絵も，出題内容に則して必

然性のある扱いがなされている。 

第１問Ａ ハイキングに行く前にチラシを読んでいるという場面設定である。イラストは内容理解

を助けるものとなっている。各コースについて文章で紹介するスタイルであるため，観光ガイド

ブックの一節という設定もあり得るだろう。設問はdirectionsやspotなど，日常的な英語表現の

理解を測るように工夫されている。 

第１問Ｂ ボランティアに興味があり，学校ウェブサイト上の動物ボランティア募集の告知を読ん

でいるという場面設定であり，その形式は実際的な状況を反映している。動機が設定されている

ため，読み取るべき情報が明確になっている。 

第２問Ａ 自分の通うコミュニティ・カレッジで地元の自転車店の広告を読んでいるという場面設

定である。実際にありうる場面で，広告の内容も現実的である。顧客の反応が各商品に対応付け

て示されている体裁は設定に即しており，かつ読みやすい。設問は資料の性質に即した思考を求

める適切なものである。 

第２問Ｂ 短期留学の計画中に，留学先での交通機関のポイントサービスについての紹介文を読ん

でいるという場面設定である。問題文はサービスの推進委員会による宣伝文書という設定である

が，体裁の面で，サービス内容を文章だけで紹介しているのはやや不自然に感じられる。サービ

ス内容ごとに小見出しを設けたり，利点を表にまとめたりするといった工夫ができたであろう。

場面設定に即して￡やcinemaなどのイギリス英語の表記が使用されている。 

第３問Ａ 旅行中に一人で外食することについて書かれたブログを読み，自分自身の意思決定に役

立てようとしている場面設定である。問題文は内容・体裁・分量ともにブログとして現実味があ
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る。設問は問題文の性質に即した思考を求めるもので適切だが，読み手の意思決定に関わるもの

ではなく，場面設定に必然性があったか疑問が残る。 

第３問Ｂ 授業の一環で同級生のオンライン日記を読んでいるという場面設定である。ウェブベー

スの学習活動が題材となっており，時代の流れに沿った題材選定と言える。また，顔文字が使用

されるなど，本物らしさへの配慮も見られる。問題文中，Fridayのようにほぼ一義的に指示対象

が決まる表現ではなくthe day I move inのような相対的表現が多用されているのは，問題作成

上の都合とはいえ，やや不自然な印象を受ける。設問形式については，問１は，出来事の前後関

係の理解を問う上で完答である必然性が低いように思われる。問２はウェブ上でのコミュニケー

ションではしばしば経験する言語使用を扱っており，新しい出題形式の提案として興味深い。 

第４問 家族向けイベントのボランティア・スタッフとして会議のための資料を用意しているとい

う場面設定である。２つの資料を関連付けながら読み取り，メモをまとめていくという実際的な

言語使用が求められ，設問にも反映している。イラストは資料の理解を補助する適切なものであ

る。ただし，体裁について，24ページの表のActivities欄に活動名が記載されていないことで22

ページの表に戻って確認する必要があるなど，解答の手間が増えているが，設問上の必然性はな

い。ページが切り替わる際には，設問に不都合がなければ情報を再録する配慮があった方がよい。

問３はメモの推敲を求めるもので，実際の言語使用を反映した出題と言える。問４は解答根拠が

メモの中にあるのがやや異例である。 

第５問 授業で課題文を読み，発表用のメモをまとめるという場面設定である。課題文は，若者が

旅を通じて人間理解を深めるという題材の体験記であり，文章構成は標準的なものと言える。設

問は，出来事の前後関係の把握や登場人物の人物像及びその変容についての理解を問うもので，

テクストタイプに即した適切なものである。 

第６問Ａ 授業で課題文を読み，発表用のメモをまとめるという場面設定である。課題文は人間の

認知の傾向に関する科学的な内容を扱うもので，抽象と具体を関連付けて述べる標準的な構成の

文章である。英文中でキーワードとなる語が太字で示されるなど，読みやすさに配慮が見られた。

設問は説明文というテクストタイプに即した適切なものである。問２では，各段落の内容を丁寧

に吟味して２つ正答する必要があるが完答を求める必然性は低い。 

第６問Ｂ サイエンスフェアでの発表に向けて準備をするために，資料を読んでいるという場面設

定である。題材は「スマートファブリック」という新しい技術についての説明文であり，文体は

標準的である。資料を読んで発表資料にまとめる言語使用は探究活動によく見られる。文章を基

に推論したり資料を推敲したりすることを求める設問もあり，現今の学校教育の取組を意識した

出題となっている。 

５ ま  と  め（総括的な評価） 

設問の設計については，全体を通じて問題作成方針に則しており，外国語の語彙，表現，文法，

言語の働きなどの知識を，実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適

切に活用できるかを評価するテストとして適切であったと言える。 

題材については，学校生活に関わるものから社会生活に関わるものまで，また，日常的な話題か

ら科学的な話題まで，幅広く取り上げられており，テクストの形式も，チラシ・パンフレットやブ

ログなどのオンライン記事など多岐にわたっている一方，他の学習者と共有できるオンライン日記

など，ＩＣＴ活用が進んだ教育現場の現状をよく反映したものも含まれている。様々な場面で適切

に英語を運用する力を測ることができるよう工夫がなされている。また，場面設定に応じてアメリ

カ英語とは異なる表記が使用されるなど，英語の多様性への配慮もなされている。 

 

出題内容については，様々なテクストから概要や要点を把握したり，必要な情報を読み取ったり

する問題に加え，事実と意見を整理しながら読む問題や，複数のテクストを関連付ける問題，与え

られた文章に対するコメントの適切さを判断する問題，さらには，文章中の情報を統合して推論す

る問題など，コミュニケーションの受信者及び発信者としての思考力・判断力・表現力等を適切に

測る出題となっており，幅広い受験者層に対して識別力のあるテストとなっている。 

各大問においては，実際のコミュニケーションを想定した具体的な目的や場面，状況などが設定

され，それらの場面や状況において目的を達成するためにどのように思考し，判断して読み進めて

いけばよいかが設問として表されており，日々の授業づくりや言語活動を行う際の参考となる。ま

た，高等学校における教科横断的な学びや課題探究型学習が反映された場面設定もあり，高等学校

での学びに配慮され，大学入学者選抜の資料とするための工夫がなされたものと評価できる。過去

の出題と比べても，与えられた文章や資料に照らして設問で問う内容がより妥当なものとなるよう，

また，体裁の面でも受験者が取り組みやすいレイアウトになるよう改良されている。 

本試験と比べ，扱う語数は減り，テクストの分量調整やそれに伴う体裁上の工夫が適切になされ

ている。 

今年度は平成21年告示の学習指導要領に対応した試験実施の最終年度であり，来年度からは平成

30年告示の学習指導要領に対応した試験が実施される。その過渡期において，共通テストでも，多

様な目的や場面，状況に応じて，情報を正確に読み取るだけでなく，得られた情報に基づいて推論

したり，意思決定をしたり，他者に働きかけたりするなど，これまでの学習指導要領に基づきつつ，

新たな学習指導要領における「主体的・対話的で深い学び」にも通ずる力を求める出題がなされて

いる。 

グローバル化の進展する社会において，大学に入学する者に求められる力も変化している。それ

に合わせて出題の在り方を柔軟に進化させようとする取組に敬意を表するとともに，今後，更に適

切な出題がなされるよう期待する。 
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る。設問は問題文の性質に即した思考を求めるもので適切だが，読み手の意思決定に関わるもの

ではなく，場面設定に必然性があったか疑問が残る。 

第３問Ｂ 授業の一環で同級生のオンライン日記を読んでいるという場面設定である。ウェブベー

スの学習活動が題材となっており，時代の流れに沿った題材選定と言える。また，顔文字が使用

されるなど，本物らしさへの配慮も見られる。問題文中，Fridayのようにほぼ一義的に指示対象

が決まる表現ではなくthe day I move inのような相対的表現が多用されているのは，問題作成

上の都合とはいえ，やや不自然な印象を受ける。設問形式については，問１は，出来事の前後関

係の理解を問う上で完答である必然性が低いように思われる。問２はウェブ上でのコミュニケー

ションではしばしば経験する言語使用を扱っており，新しい出題形式の提案として興味深い。 

第４問 家族向けイベントのボランティア・スタッフとして会議のための資料を用意しているとい

う場面設定である。２つの資料を関連付けながら読み取り，メモをまとめていくという実際的な

言語使用が求められ，設問にも反映している。イラストは資料の理解を補助する適切なものであ

る。ただし，体裁について，24ページの表のActivities欄に活動名が記載されていないことで22

ページの表に戻って確認する必要があるなど，解答の手間が増えているが，設問上の必然性はな

い。ページが切り替わる際には，設問に不都合がなければ情報を再録する配慮があった方がよい。

問３はメモの推敲を求めるもので，実際の言語使用を反映した出題と言える。問４は解答根拠が

メモの中にあるのがやや異例である。 

第５問 授業で課題文を読み，発表用のメモをまとめるという場面設定である。課題文は，若者が

旅を通じて人間理解を深めるという題材の体験記であり，文章構成は標準的なものと言える。設

問は，出来事の前後関係の把握や登場人物の人物像及びその変容についての理解を問うもので，

テクストタイプに即した適切なものである。 

第６問Ａ 授業で課題文を読み，発表用のメモをまとめるという場面設定である。課題文は人間の

認知の傾向に関する科学的な内容を扱うもので，抽象と具体を関連付けて述べる標準的な構成の

文章である。英文中でキーワードとなる語が太字で示されるなど，読みやすさに配慮が見られた。

設問は説明文というテクストタイプに即した適切なものである。問２では，各段落の内容を丁寧

に吟味して２つ正答する必要があるが完答を求める必然性は低い。 

第６問Ｂ サイエンスフェアでの発表に向けて準備をするために，資料を読んでいるという場面設

定である。題材は「スマートファブリック」という新しい技術についての説明文であり，文体は

標準的である。資料を読んで発表資料にまとめる言語使用は探究活動によく見られる。文章を基

に推論したり資料を推敲したりすることを求める設問もあり，現今の学校教育の取組を意識した

出題となっている。 

５ ま  と  め（総括的な評価） 

設問の設計については，全体を通じて問題作成方針に則しており，外国語の語彙，表現，文法，

言語の働きなどの知識を，実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適

切に活用できるかを評価するテストとして適切であったと言える。 

題材については，学校生活に関わるものから社会生活に関わるものまで，また，日常的な話題か

ら科学的な話題まで，幅広く取り上げられており，テクストの形式も，チラシ・パンフレットやブ

ログなどのオンライン記事など多岐にわたっている一方，他の学習者と共有できるオンライン日記

など，ＩＣＴ活用が進んだ教育現場の現状をよく反映したものも含まれている。様々な場面で適切

に英語を運用する力を測ることができるよう工夫がなされている。また，場面設定に応じてアメリ

カ英語とは異なる表記が使用されるなど，英語の多様性への配慮もなされている。 

 

出題内容については，様々なテクストから概要や要点を把握したり，必要な情報を読み取ったり

する問題に加え，事実と意見を整理しながら読む問題や，複数のテクストを関連付ける問題，与え

られた文章に対するコメントの適切さを判断する問題，さらには，文章中の情報を統合して推論す

る問題など，コミュニケーションの受信者及び発信者としての思考力・判断力・表現力等を適切に

測る出題となっており，幅広い受験者層に対して識別力のあるテストとなっている。 

各大問においては，実際のコミュニケーションを想定した具体的な目的や場面，状況などが設定

され，それらの場面や状況において目的を達成するためにどのように思考し，判断して読み進めて

いけばよいかが設問として表されており，日々の授業づくりや言語活動を行う際の参考となる。ま

た，高等学校における教科横断的な学びや課題探究型学習が反映された場面設定もあり，高等学校

での学びに配慮され，大学入学者選抜の資料とするための工夫がなされたものと評価できる。過去

の出題と比べても，与えられた文章や資料に照らして設問で問う内容がより妥当なものとなるよう，

また，体裁の面でも受験者が取り組みやすいレイアウトになるよう改良されている。 

本試験と比べ，扱う語数は減り，テクストの分量調整やそれに伴う体裁上の工夫が適切になされ

ている。 

今年度は平成21年告示の学習指導要領に対応した試験実施の最終年度であり，来年度からは平成

30年告示の学習指導要領に対応した試験が実施される。その過渡期において，共通テストでも，多

様な目的や場面，状況に応じて，情報を正確に読み取るだけでなく，得られた情報に基づいて推論

したり，意思決定をしたり，他者に働きかけたりするなど，これまでの学習指導要領に基づきつつ，

新たな学習指導要領における「主体的・対話的で深い学び」にも通ずる力を求める出題がなされて

いる。 

グローバル化の進展する社会において，大学に入学する者に求められる力も変化している。それ

に合わせて出題の在り方を柔軟に進化させようとする取組に敬意を表するとともに，今後，更に適

切な出題がなされるよう期待する。 
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